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「国家グリーン製造体系」への貢献と
カーボンニュートラルの実現へ
日立電梯（中国）グループにおける環境への取り組み

日立グループは「脱炭素社会」，「高度循環社会」，「自然共生社会」の実現をめざす環境ビジョンの下，
長期目標「日立環境イノベーション2050」を策定しており，ビルシステムビジネスユニットもこれらに準
じた活動を展開している。
一方，地球環境の危機的状況を踏まえ，企業の環境活動に対するステークホルダーの要望は高まるばか
りである。とりわけ中華人民共和国では，グリーン製造体系の構築が宣言されており，生産拠点の多く
を中国に置くビルシステムビジネスユニットでは，この動向を先取りした環境活動を推進している。ここ
では，中国国内でエレベーターの製造を手掛ける日立電梯（中国）有限公司の環境活動について紹介する。
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モータ工場，電気部品工場），天津，上海，成都に製造

拠点を持つ。現在は年間生産能力が12万台を超える

日立グループ最大の昇降機事業企業である。

2.1　国家グリーン製造体系の概要

「国家グリーン製造体系」は中国政府が製造業の競争

力強化を目的に策定した「中国製造2025」のプロジェ

クトの一つである。

グリーン製造は，製品の機能，品質，コストを保証し

ながら，環境への影響と資源の利用効率を総合的に考慮

した現代的な製造モデルである。技術の革新とシステム

の最適化を通じ，設計，製造，物流，使用，回収，解体，

再利用などのライフサイクル全体において，環境はもと

より人々の健康と社会への影響を最小限に抑え，資源と

エネルギーの利用率を最大化するとともに，企業の経済

的利益と社会的利益を調和させ，最適化する。

国家グリーン製造体系とは，高効率でクリーン，低炭

素，かつ循環型のグリーン製造体系を確立し，業界のベ

ンチマークとなるようなグリーン製造の模範企業として

グローバル市場のリーダーをめざすものであり，「国家

グリーン工場」，「グリーン設計製品」，「グリーン工業団

地」，「グリーンサプライチェーン」の四つのカテゴリに

分けられる1）。

このうち，「国家グリーン工場」は，土地利用の集約化，

原材料の無害化，生産のクリーン化，廃棄物の資源化，

エネルギーの低炭素化を実現する工場であるとともに，

ビルシステムビジネスユニットの環境活動は，主な生

産拠点である日本の水戸事業所，中華人民共和国の日立

電梯（中国）有限公司（以下，「日立電梯（中国）」と記す。）

グループの工場（7拠点）を中心に，日立グループ環境

ビジョンの「脱炭素社会」，「高度循環社会」，「自然共生

社会」を実現し，持続可能な社会を構築する環境経営を

推進している（図1参照）。
こうした中，中国は2015年に「中国製造2025」を発

布し，「製造強国」へのロードマップを示した。その施

策の一つに，「国家グリーン製造体系」の構築がある。

これに対し，日立電梯（中国）グループは計画的なエン

トリーを行い，2020年9月には完成品工場全6拠点が

国家グリーン工場の認証を取得した。ここではその取り

組みの内容と直近の動向，日立電梯（中国）グループが

めざす姿について述べる。

日立電梯（中国）は，1995年に設立され，エレベー

ター，エスカレーター，動く歩道，インテリジェントセ

キュリティシステムなどの研究開発，製造，販売，据付，

保守，改修を行っている。中国国内の主要都市に70以

上の支店を置き，広州（広州工場，エスカレーター工場，

1. はじめに

2. 日立電梯（中国）グループの環境活動

図1│ビルシステムビジネスユニットの主要拠点
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グリーン製造の実施主体であり，製造プロセスのグリー

ン化に重点を置いている工場を指し，認定に際しては，

「国家グリーン工場評価通則（GB/T 36132-2018）」の

要求事項に基づき，第三者による評価と政府の工業・情

報化部門による審査に合格する必要がある（表1参照）。
また「グリーンサプライチェーン」は，環境保護と省

資源の考え方をサプライチェーン全体に浸透させる概念

である。製品設計および原材料の調達，生産，輸送，保

管，販売，使用，廃棄までのすべてのプロセスにおいて，

企業の経済活動と環境保護を調和させ，上流と下流の企

業の資源利用効率を向上させて環境パフォーマンスを改

善するとともに，資源利用の効率化と環境負荷の最小化

を図り，サプライチェーン企業のグリーン化を目標とす

るものである。認定に際しては，「グリーンサプライ

チェーン管理評価要求（GB/T 33635-2017）」に基づき，

第三者による評価と政府の工業・情報化部門による審査

に合格する必要がある（表2参照）。
ここでは，国家グリーン工場とグリーンサプライ

チェーンの認定取得に向けた日立電梯（中国）グループ

の取り組みを紹介する。

2.2　 日立電梯（中国）グループにおける
グリーン製造の成果

日立電梯（中国）グループは長年にわたって経済効率

の向上を図るとともに，環境と社会が調和する関係を最

重要視し，「社会と環境のWin-Winな共生」の理念を堅

持してきた。サプライチェーンの環境保護，省エネル

ギー，低炭素，排出削減などのグリーン活動に積極的に

参画し，業界のリーディングカンパニーとして歩んで

いる。

日立電梯（中国）は環境保護活動を発展させ，環境保

護と生産性を両立しながら，継続的にクリーン生産の最

適化，グリーン原材料の選定，製品の省エネルギー性向

上，グリーン梱包の採用，据付工法の改善を実施してき

た。また，グリーンサプライチェーン管理システムを構

築し，工場の情報化とスマート化を推進することで，グ

No. 国家グリーン工場の評価指標
1 基本要求 コンプライアンスおよびステークホルダーの要求，管理責任
2 インフラ 建築物，照明，機器(特殊機器，汎用エネルギー機器，計量機器，汚染物質処理機器)

3 マネジメントシステム 品質マネジメントシステム，労働安全衛生マネジメントシステム，環境マネジメントシステム，
エネルギーマネジメントシステム，社会的責任

4 エネルギー資源の投入 エネルギー投入，資源投入，調達
5 製品 環境配慮製品設計，有害物質の使用制限，省エネルギー，カーボンフットプリント，リサイクル率
6 環境排出 大気汚染物質，水質汚染物質，固形廃棄物，騒音，温室効果ガス
7 総合業績 集中的な土地利用，無害な原材料，クリーン生産，廃棄物リサイクル，低炭素エネルギー

表1│ 『国家グリーン工場評価通則』（GB/T 36132-2018）の要求事項と評価指標

No. グリーンサプライチェーンの評価指標

1 グリーンサプライチェーン
マネジメント戦略 製品開発計画への組み込み，グリーンサプライチェーン管理の目標策定，特別な管理組織の設立

2 グリーンサプライヤの管理 グリーン調達システム，サプライヤ認証システム，サプライヤの定期レビュー，
サプライヤの業績評価システム，サプライヤの定期トレーニング，低リスクサプライヤの割合

3 グリーン生産 省エネルギー，排出削減，環境保護コンプライアンス，有害物質使用制限管理措置の遵守

4 グリーンリサイクル 製品のリサイクル率，パッケージのリサイクル率，リサイクルシステムの整備, 
下流の企業に対するリサイクルや分解の指導 

5 グリーン情報の
プラットフォーム グリーンサプライチェーン管理情報プラットフォーム

6 グリーン情報開示
企業の省エネルギー・排出削減・炭素削減情報の開示，
高・中リスクサプライヤの監査率と低リスクサプライヤの割合の開示，
サプライヤの省エネルギー・排出削減情報の開示，企業のCSRレポートのリリース

注：略語説明　CSR（Corporate Social Responsibility）

表2│グリーンサプライチェーン管理評価要求と評価指標
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リーン製造による生産システムを築いてきた。以下にそ

の例を示す。

（1）環境行動計画の策定
省エネルギー，環境保護，低炭素と高効率化を重視し，

ガバナンス，低炭素社会，高度循環社会，自然共生社会

の四つの課題に対して環境行動計画を制定する。また，

その時々の状況に合わせて省エネルギー設備投資計画を

毎年策定し，管理者の認識を統一するとともに責任者を

定め，環境保護とグリーン活動を重要課題として取り組

んでいる。

（2）グリーン材料の運用
製造工程で環境に配慮した材料を使用することによ

り，グリーン製品の管理と生産体系の確立を推進してお

り，有害な原材料や補材を削減するまたは切り替えるた

めに努力を重ねている。近年は原材料と補材の選定にお

いて，塗装工程では電着工法の採用，油性塗料の水性塗

料への切り替え，VOC（Volatile Organic Compounds）

を含まない粉体塗装への切り替えなど，接着工程ではア

ルコール無洗浄工法の採用などの施策を実施し，原材料

の低毒性または無害化を図り，生産におけるVOCと汚

染物質の排出量を低減した。

（3）グリーン生産の適用
製造工程で低エネルギー機器やグリーン製造工法など

を適用することにより，製品のグリーン製造とグリーン

生産を図っている。

例えば，空調システムには低エネルギー消費のイン

バータ制御を適用し，かつ中央制御式を採用している。

空気圧縮機やポンプにも，インバータ制御を適用して

いる。

また，水資源の再利用に重点を置き，既存の汚水処理

システムに，中水リサイクルシステム，生産用純水精製

過程で発生する排水のリサイクル, 景観用水濾過リサイ

クル装置などを設置・増強し，水の利用効率を高め，水

道水の使用量を低減した。具体的な例として，上海工場

では生産工程で使用した水の大部分を浄化処理し，生産

ライン，トイレの洗浄，緑化および場内の景観用の池で

再利用している（図2参照）。
さらに，塗装ラインでは先進的な塗装工法技術を適用

している。下地塗りでは電着工法を採用することにより，

塗料の付着率を向上した。また，標準色の上塗りは粉体

塗装工法に変更したことで，VOCの排出量を減らし，

塗料かすを約70％削減した。

（4）製品の環境配慮性の向上
製品については，軽量化，有害物質の削減または代

替，部品の効率的なリサイクルを推進している。また，

ライフサイクルの観点から，原材料・部品調達，製造，

流通，廃棄，リサイクルの段階に分けて製品の炭素排

出量に配慮している。現在，エレベーターとエスカレー

ターの主要機種にて製品ライフサイクルアセスメント

を実施しており，ドイツの認定機関TÜV（Technischer 

Überwachungsverein）によるエネルギー消費認証を受

査し，Aランクを取得した。

日立電梯（中国）の製品開発においては，エネルギー

回生技術，EMC（Electromagnetic Compatibility：電

磁両立）技術，かごフレーム溶接レス技術，永久磁石同

期モータ技術，群管理行先階予約技術などを適用し，省

エネルギー，省スペース，効率向上などを推進していく。

（5）グリーン梱包の採用
製品の梱包に対しても梱包材と工法の改善を行い，プ

図2│上海工場に設置された景観用の池
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ロジェクト開始前の2014年と比較して木材使用量を

20％削減し，プラスチックシートの使用量も削減した。

コストを低減できたほか，梱包作業時間が短縮され，生

産効率が上がった。改良後の梱包は，製品に対する保護

性も確保され，梱包の品質も向上している（図3参照）。
（6）製品据付工法の最適化
昇降機の据付工法については，日立が施工効率と施工

品質を上げるために独自に開発した足場レス工法に改善

した。この工法の導入により，足場用パイプの輸送のた

めの燃料なども削減された（図4参照）。
（7）グリーンサプライチェーンの管理
日立電梯（中国）主導で取引先，物流業者，販売業者，

エンドユーザーと連合を組み，原材料の選定，工法技術

の改善，自動化省エネルギー機器の導入，グリーン物流，

アフターサービス，製品回収方法の確立などを通じて，

有害物質の代替と削減，解体可能設計，再製可能設計，

再生可能材料の選定といった重要技術の適用を推進して

いる。さらに，サプライチェーンプロセスで発生する廃

棄物や副産物を資源化・無害化し，サプライヤに対する

環境管理を強化した。例えば，社内に調達工程技術科を

設置し，サプライヤに協力して省エネルギーに関わる潜

在能力を開拓し，生産工法を改善した。「日立グループ

サプライチェーンCSR調達マニュアル」に基づき，サ

プライヤのCSR（Corporate Social Responsibility）現

場審査を第三者認証機関に委託して実施している。また，

社内規則である「調達総部取引先査定準則」，「環境汚染

地図ブラックリスト査定指示書」によって，サプライヤ

の環境・社会責任に対する評価をルール化し，定期的に

更新している。

2.3　国家グリーン製造体系の認定状況

「国家グリーン製造体系」が策定されて以来，日立電

梯（中国）グループは積極的にその実現に取り組み，

7拠点の工場のうち6拠点が「国家グリーン工場」の認

定を取得し，残る1拠点についても現在，申請を進めて

図3│グリーン梱包の採用

図4│足場レス工法
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足場は不要となる。

作業床
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いる。また，日立電梯（中国）グループとして「グリー

ンサプライチェーン管理企業」の認定も取得し，業界の

リーディングカンパニーのとしての立ち位置を確立した。

広州市に位置するモータ工場が日立電梯（中国）グルー

プで初めて「国家グリーン工場」の認定を受けた当時，

広東省で同認定を受けていたのはわずか27社であっ

た2）。また，日立電梯（中国）グループが「グリーンサ

プライチェーン管理企業」の認定を受けた時点で，広東

省で同認定を取得していた企業はさらに少ない11社で

あり3），日立電梯（中国）の取り組みの先進性が表れて

いると考える。

グリーン製造体系の各種認定を受けることによって，

公的プロジェクトの優先調達，政策支援といった恩恵も

得られる。認定企業であるということが信頼につながり，

日立電梯（中国）の知名度とブランドイメージが向上し，

製品の入札競争力が強化された。また，60～100万元

の補助金を獲得する機会も生まれている（図5参照）。

2.4　今後の計画

日立電梯（中国）では今後，日立グループの各事業所

（ファクトリー・オフィス）から発生するCO2排出量を

2030年度までに2010年度比で実質100%削減するこ

とをめざす「日立カーボンニュートラル2030」を実現

するため，省エネルギープロジェクトならびに太陽光発

電の導入を推進していく。

（1）省エネルギープロジェクトによるCO2排出量削減
日立電梯（中国）グループは，2011年から省エネル

ギープロジェクトを推進している。各種施策によるCO2

削減量は4,788 tあり，基準年（2010年）の約16％に相

当している。一方，生産台数が約5万台（2010年）から

12万台（2020年）と2.4倍になっているが，生産効率

の向上により，CO2の排出量は9％の増加に抑えること

ができた。

今後の主な活動として，照明のLED（Light-emitting 

Diode）化とスマート化，老朽化エアコンの更新と制御

のスマート化，老朽化トランスの更新，空気圧縮機およ

びポンプのインバータ化と制御の最適化，老朽化生産設

備の更新，給湯器のタイマー制御，フォークリフトの電

動化，そしてエネルギーオンライン監視システムの導入

と管理の精細化を推進していく。

現在までの成果を踏まえて，今後CO2排出量を

約2,100 t（基準年の約7％に相当）削減する見込みであ

る。さらに，2030年までにすべての省エネルギープロ

ジェクトを合わせて基準年のCO2排出量の約24％に相

当する量を削減する計画を策定している。

（2）太陽光発電の導入
エスカレーター工場では，2020年に第三者であるエ

ネルギー建設投資会社に依頼して工場屋根に設備を設置

し，自家消費用の電力の供給を受けるPPA（Power 

Purchase Agreement）方式で，太陽光発電設備を導入

した（図6参照）。このため初期投資コストはゼロであ
る一方で，年間発電量は2,200 MWhに上り，CO2排出

量は年間1,166 t削減することができた。また，自家使

用電気の割合は60％に達する。

今後の計画として，2021年から2022年にかけて

日立電梯（中国）グループの生産敷地内への太陽光発電

図5│「国家グリーン工場」認定証（左）と「グリーンサプライチェーン管理企業」認定証（右）
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設備の導入を推進する。これにより，1年当たり1万

6,200 MWhの発電量と，8,586 tのCO2排出量削減を

見込んでいる。これは，基準年のCO2排出量の30％に

相当する計算である。

工場を含めた自社の事業所のカーボンニュートラルを

2030年までに達成する「日立カーボンニュートラル

2030」の宣言を受け，日立電梯（中国）の各生産拠点では，

最大限の省エネルギーと最大規模の太陽光発電設備の導

入を軸に計画を取りまとめている。これらの活動を強力

に推進し，カーボンニュートラルの早期達成を果たすこ

とにより，脱炭素社会の実現に貢献していく。

3. おわりに

図6│エスカレーター工場の太陽光発電設備

山本 修
株式会社日立ビルシステム 
安全衛生環境推進本部 
環境推進センター 所属
現在，ビルシステムビジネスユニットの環境経営
取りまとめ業務に従事

谭 暹光
日立電梯（中国）有限公司　
品質保証総部 所属
現在，日立電梯（中国）製品の品質保証業
務および環境活動取りまとめ業務に従事

吴 静琳
日立電梯（中国）有限公司 
品質保証総部 所属
現在，日立電梯（中国）製品の品質保証業
務および通訳に従事

参考文献など 
1）工业和信息化部办公厅，外：关于开展绿色制造体系建设的
通知，工信厅节函（2016）586号（2016.9） 
https://www.miit.gov.cn/jgsj/jns/wjfb/art/2020/art_40aa852f1
c654540bc53b7f9594809e1.html

2）工业和信息化部办公厅，外:工业和信息化部办公厅关于公
布2017年第一批绿色制造名单的通知，工信厅节函（2017）
491号（2017.9） 
https://www.miit.gov.cn/zwgk/zcwj/wjfb/zh/art/2020/art_86ea
186823724500aecd3f870d3f7abb.html

3）工业和信息化部办公厅，外:工业和信息化部办公厅关于公
布第五批绿色制造名单的通知，工信厅节函（2020）246号
（2020.10） 
https://www.miit.gov.cn/zwgk/zcwj/wjfb/zh/art/2020/art_6dc9
386121b945b3927fdcca5c79cd1b.html



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


